
　７月７日㈫、網走地区貨物運送事業協同組合斜里部
会の皆さんが、町内の国道沿いでごみ拾い活動を行い
ました。この活動は、日頃から道路を利用する運送事
業者の皆さんが、地域の環境美化と道路利用者の安全
確保を目的に実施しているもので、昨年に続き２回目
の開催となりました。参加者は汗を流しながら沿道の
ごみを丁寧に回収し、環境美化に努めました。今後も、
安心・安全なまちづくりへの貢献が期待されます。

ごみ拾いで地域貢献活動

　７月６日㈪、北海道コカ・コーラボトリング株式会
社様より自動販売機の売上の一部をご寄附いただき、
感謝状を贈呈しました。町は平成 18 年より同社と協定
を締結しており、町内の自動販売機の売上１本につき
１円をご寄附いただいています。今年の寄附額は 39 万
9,481 円で、知床の野生動物対策や国立公園の利用適
正化に関する事業などに活用させていただきます。
　この度のご寄附、誠にありがとうございました。

自販機の売上の一部を知床のために

　６月 24 日㈬、斜里警察署で高校生アンバサダー委嘱
式が行われ、斜里高等学校３年永田聡瑛さんが委嘱さ
れました。高校生アンバサダーとは、警察官と高校生
が連携して広報啓発活動を行うことにより、地域の安
全意識の向上を図るものです。今後、広報啓発活動へ
の同行や効果的な防犯活動の提案などに取り組みます。
当日は委嘱状の交付後、町内の飲食店を訪問し、飲酒
運転防止グッズを手渡して啓発活動を行いました。

斜里警察署高校生アンバサダー委嘱式

まち発見レポートまち発見レポート
斜里のまちで見つけた「発見」をご紹介します。

問 政策推進課 魅力創造係 ☎ 0152-26-7708みなさんからの情報を募集しております。

　６月 24 日㈬、斜里地区消防組合と山岳捜索サービス「コ
コヘリ」を運営するAUTHENTIC JAPAN株式会社が「山
岳における遭難救助・捜索活動の協力に関する協定」を
締結しました。同社から無償貸与を受けたココヘリ受信
機８台と発信機 32 台は、遭難者等の生命や身体、財産
を守るために活用されます。翌日には実践訓練も行われ、
遭難発生時の救助・捜索活動を、より迅速かつ的確に行
う体制づくりが進められています。

山岳における遭難救助・捜索活動の協力に関する協定締結式と実践訓練

　７月 28 日㈫、ゆめホール知床調理実習室において、
ふぐ処理実技講習会が開催され、17 名が参加しました。
本講習会は、ふぐ処理者認定試験の受験対策として実施
されたもので、有資格者の指導のもと、マフグを実際に
さばきながら処理技術を学びました。参加者は真剣な表
情で実習に取り組み、認定試験に向けた技術の習得に努
めていました。地域資源であるフグの活用を担う人材の
育成に向けた実践的な学びの場となりました。

ふぐ処理実技講習会（マフグさばき実習）を実施
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今月の納期

町　税 
納期限…９月 30 日㈬　口座振替日…９月 25 日㈮
●税　目　町道民税…２期分

国民健康保険料・介護保険料
後期高齢者医療保険料…３期分

水道料・下水道使用料
納期限・口座振替日…９月 25 日㈮

\ いつでも、どこでも /

詳細はこちら

➡

表紙解説

７月17日㈮、18日㈯
に開催した、第44回
しれとこ斜里ねぷたの
運行の様子。

2424 時間
キ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ャッシュレスで

納税できます！

〈７月分〉〈７月分〉
人の動き

● 件数　   1,989件
● 寄付金額　46,997,500円
● 累計（R8年度） 135,558,700円

ふるさと納税実績
〈7月末現在〉

アンケート
Ｑ 1. 今月号でよかった内容を教えてください。
Ｑ 2. 今後取り上げてほしい内容や企画はありますか？
Ｑ 3. 広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください。 「広報しゃり」が

アプリで読めます

回答方法 ( はがき または オンライン )
▽はがきにアンケートの回答を記入し、
〒 099-4192 斜里町本町 12 番地
　斜里町役場 魅力創造係 宛　へ送付

オンライン
アンケートフォームは
こちらから

知床五湖の外来種除去に参加しました。今年4月に町民の立入認定手数料が無
料となり、地域で自然を守る意識が高まっています。一方、外国人観光客な
どの「靴裏」に付着した外来種の種子が、貴重な生態系を脅かす大きな課題
に。美しい原生林を守るため各人の洗浄対策が重要です。観光も町の大事な
資源です。世界自然遺産を守るため、町民にできる事も考えていきたいです。

[ 地域おこし協力隊リレーコラム Vol.17 ]

畑
はたなか

中 みゆき

今月の担当

知床五湖、外来種（睡蓮）除去作業

確認はこちら

➡

「水道ポータル」で
料金や使用水量の確認ができます

● 参加者　   356人（件）
● 寄付金額　3,883,591円
● 累計（R8年度）13,816,040円

■ 人口／10,219人（＋40人）
男：5,073人（＋16人） 女：5,146人（＋24人）

■ 世帯／5,474世帯（＋47世帯）

広
報
に
つ
い
て
ご
意
見
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↑テキストはここまで
2026年9月号

No.113
知床財団は、知床の自然を「知り・守り・伝える」ために斜里町と羅臼町が設立した財団です。
野生動物対策や調査研究、森づくり、環境教育活動等を行なっています。

NEW
S

10月 10日（土）
10月 11日（日）

 第 44 回「知床自然教室」を実施しました！
　7/30~8/5 にかけて、「知床自然教室」を実施しました。今年のテーマは「ありがと

う探し」。アイヌの踊りや言葉を通し、アイヌの自然観に触れました。自然の恵みや、一

緒に生活する仲間への「ヤイライケレ（ありがとう）」を大切にしながら、５つの班に分

かれて7日間の共同生活を送りました。今年は「ポンホロ」という場所で４日間のテント泊。

野外での生活は、まず水の確保から始まります。自分たちで薪を拾い、火をおこして、

初めてご飯を食べることができます。普段の暮らしにも「ありがとう」を感じる特別な時

間をすごして、子どもたちはたくさん成長し、子どもたちをまとめるリーダーや、大人た

ちも成長しました。参加する子どもたちやプログラムによって、毎年さまざまな表情を見

せる自然教室で、それぞれの「ヤイライケレ」をみつける素敵な一週間になりました。

知床サスティナブルフェス
2026開催！

知床五湖 立入認定手数料
町民無料！

　2026 年度からの立入認定手数料改定を機
に、斜里町・羅臼町民の皆さまにより身近に
知床五湖を満喫していただけるよう、地上遊
歩道への立ち入りの際にかかる立入認定手数
料を無料でご案内いたします。
　知床を代表する景勝地、「知床五湖」の自
然を改めて体感してみませんか？

おまちしております！

　知床自然センターで
トークイベントやアク
ティビティが楽しめる他、
マーケットも多数出展し
ます！

ホームページ
はこちら！

トンコリの生演奏

みんなで踊りを
練習！

アイヌ語で

葉っぱカルタ

学びの
あとは

自炊！
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https://www.town.shari.hokkaido.jp/soshikikarasagasu/zeimuka/3316.html
https://www.town.shari.hokkaido.jp/choseijoho/koho/kohoshari/2212.html
https://logoform.jp/form/U3iN/226244
https://www.town.shari.hokkaido.jp/soshikikarasagasu/suidoka/suidopotal/potal.html
https://sustainablefes.shiretoko.or.jp/

